
「東京都ＨＩＶ検査・相談月間」について

○ 梅毒が増加傾向の10代に向けた普及啓発

青少年教育施設3か所でHIV・梅毒の出張啓発

○ 学校、献血ルーム、区市町村、医療機関など約2800箇所にリーフレット配布

〇 Tokyo Pride 2025※1 で「差別偏見ゼロ※2」、 匿名・無料検査を呼びかけ

○ HIVの併発リスクが高い梅毒と同時に検査実施（常時）

〇 東京都新宿東口検査・相談室

検査枠を約3割拡大、クラミジア・淋菌検査も同時実施
歌舞伎町の若者向け相談窓口で検査を周知

〇 都内17保健所が土日夜間など臨時の検査会場を開設

HIV･梅毒の匿名・無料検査の拡充

国の検査普及週間（6月1日～7日）に合わせて、都では、6月1日から30日までを

「東京都HIV検査・相談月間」と定め、検査の拡充や普及啓発を実施

普及啓発の取組

匿名・無料検査広報用カード

※1 「Tokyo Pride 2025 Pride Festival」 代々木公園で開催されるアジア最大級のLGBTQ＋イベント

※2 エイズ合同計画（UNAIDS）が掲げる「３つのゼロ」（差別偏見ゼロ、エイズ死亡ゼロ、ＨＩＶ新規感染ゼロ）のひとつ
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